
当初は、わずか１台の編み機を使って夜通し靴下を
編み、編み上がった靴下を社長自らが行商で売り歩
いていました。奈良などの靴下産地の大手企業が大
量生産・大量販売を進めていたのに対して、当社は

「新潟県経済振興賞」受賞おめでとう 
ございます。発展を続ける事業の沿革
をお聞かせください

　当社は、1958年に中林家の４兄弟が加茂市内で
立ち上げた「中林靴下工場」にはじまります。創業

　創業の地、加茂市で60年以上にわたって靴下の製
造販売を展開する株式会社山忠。確かな技術力とお
客様のニーズに合致した商品開発力で成長を遂げ、
その功績から2022年5月に「第39回　新潟県経済
振興賞」を受賞されました。
　今回は、自ら数々のヒット商品の開発に携わり、
2020年４月から同社代表に就任されている中林道治
社長から、靴下を通した健康づくりへの想いや今後
の展望などについて、お話をうかがいました。

創業以来培ってきた「行商精神」を
受け継ぎながら、靴下を通して 
お客様に健康と感動をお届けする
株式会社 山忠

【会社概要】
会　社　名 株式会社　山忠
代　表　者 代表取締役社長　中林　道治
本社所在地 加茂市下条甲496－１
設　　　立 1958年９月
社　員　数 約100人
事 業 内 容 靴下の製造、衣料品等の通信販売

経営者
I N T E R V I EW

探訪
第39回　新潟県経済振興賞受賞

▲�2021年６月にオープンした直営店「足と靴下の店 ごえん」
は本社工場（加茂市）の敷地内に開設
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少量の商品をひとつずつ対面で販売するという正反
対の方法で事業をスタートさせたわけですが、お客
様の意見や要望を聞き入れながら商品の改良を繰り
返していくうちに評判を呼び、徐々に商売は軌道に
乗っていきました。
　この頃に培われた「行商精神」は、今なお当社の
行動指針として受け継がれ、社員の意識のなかに
しっかりと根付いています。

創業以来、順調な発展を続けてこられた
のでしょうか

　会社が発展してきたため、当社は1975年に社名を
現在の「株式会社山忠」に変更すると、翌76年には
北海道、80年には福島・岩手・青森・秋田に営業所
を開設するなど販路の拡大を進め、最終的には東北
６県から北海道にかけて営業拠点を整備しました。

　この販路の拡大にあたって基盤としたのが、各地
域に組織されていた婦人会です。この婦人会は、地
域の主婦が社会奉仕や地域貢献等を目的として集
まった組織であり、当社は会員にサンプル品やチラ
シを配布しながら御用聞きを行うことで、顧客獲得
につなげていきました。
　取扱商品も、最初のうちは靴下だけでしたが、そ
のうちに肌着や衣料品などを求める声が高まってき
たため品揃えを拡充したところ、とても１枚のチラ
シでは商品を掲載しきれなくなってきました。そこ
で、チラシに代えて作成したのが、豊富な品揃えの
商品を掲載したカタログです。カタログを利用した

▲�工場では50台以上の編み機で１日約2,500足の靴下を製造する

販売は好評で、これが現在のカタログ通販へと発展
していきました。
　ところが、1980年代に入ったあたりから、当社
の業績は一転して低迷期を迎えます。最大の理由は、
当社が営業の基盤としてきた婦人会の衰退にありま
した。女性の社会進出によって専業主婦が減少した
ことで、婦人会の組織力が各地で弱体化していった
のです。このため、婦人会に依存していた当社の販
売も頭打ちとなり、順調であった業績には厳しさが
高まっていきました。
　やがて80年代後半になると、日本国中がバブル
経済で沸き立ちました。しかし、当社の業績は取り
残されたかのように回復の兆しがみえず、あまりの
見通しの暗さから、見切りをつけて退職していく社
員も少なくありませんでした。

業績改善のきっかけは何でしたか

　窮地に陥っていた当社を救ったのは、1990年代
に開発したオリジナル商品「足うら美人」の大ヒッ
トでした。この商品は、かかと部分の生地に保湿シー

トを挟み込んで肌の潤いを逃がさないようにした二
重構造が特徴の靴下で、販売を開始した直後から「足
うら美人を履いたら、かかとのガサガサが治った」
などと大きな反響を呼び、当社の知名度向上と業績
改善に多大な役割を果たしてくれました。
　実は、この足うら美人は、当時の中林力社長が「ピ
ンチをチャンスに変えるためには、オリジナル商品

▲当社を代表する看板商品�
となった「足うら美人」
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を作るしかない」と社運をかけて開発に挑んだ商品
で、社長自ら寝食を忘れて研究開発に没頭した末、
ようやく完成にこぎつけたという経緯があります。
　当社を救った足うら美人は、その後も改良を繰り
返しながら今日までに累計563万足超(2022年９月
時点)のヒットを続けており、今や当社を代表する
看板商品として、全国の数多くのお客様からご愛顧
をいただいています。

時代とともに、販売方法も変わって 
いったのでしょうか

　ヒット商品の誕生と合わせて、当社の発展を後押
ししたのが、カタログ通販の拡大です。婦人会に依
存した販売から脱却するため、当社は1990年代か
ら個人向けのカタログ通販に活路を求めていったの
ですが、ちょうどこの販売戦略の転換と足うら美人
の誕生が相乗効果を発揮して、当社の躍進を支える
原動力となっていきました。

　時代とともに、販売チャネルには公式オンライン
ショップ「山忠日和」などのECサイトも加わって
いますが、当社が現在もカタログ通販を主体として
いることに変わりはありません。これは、当社の顧
客には年配の婦人層が多いため、商品選択に悩んだ
際などに気軽に相談できる電話での受付が圧倒的多
数を占めているからです。
　当社としても、電話応対の重要性を踏まえ、社内
に専門のコールセンターを設置して、日々寄せられ

▲当社発展のきっかけとなったカタログ通販

るお客様からのご注文やご相談に対応しています
し、コールセンターの隣に商品開発のセクションを
配置することで、お客様からの意見や要望を即座に
共有できる体制整備を進めています。

　なお、長年にわたって電話での応対を続けている
と、お客様から直接ご指名を受ける社員が増えてゆ
き、そのうちに「電話だけでなく、直接会ってみた
い」という反応が全国から多数寄せられるようにな
りました。こうしたユーザーからの要望に応えるた
め、担当者がお客様のところに直接出向いて面談す
るという「お客様とのふれあい活動」をはじめたと
ころ、大変なご好評をいただいています。コロナ禍
で現在は中断していますが、お客様とのふれあいは
社員のモチベーション向上にもつながっていること
から、時期をみて再開させたいと考えています。

電話応対には時間も手間もかかりそうな
イメージがあります

　生産性や効率性だけを追求するのであれば、短時
間に大量の注文を受け付ければ済むのでしょうが、
当社はあえてそういう手法を採りません。なぜなら、
お客様ひとりひとりの声に耳を傾ける「行商精神」
を追求していくと、どうしても生産性や効率性だけ
では割り切れない部分が出てくるからです。
　例えば、一人暮らしの高齢のお客様などは、大半

▲�お客様とのふれあい活動をまとめた�
「お客様とのふれあい物語」を発刊
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が「注文する前に、商品の説明を聞いてみたい」「ど
ちらの商品が良いのか、相談してから判断したい」
といった要望をお持ちです。このため社員には、例
え長電話になろうとも、お客様の声を真摯に聞き取
り「あなたから商品を買いたい」と思ってもらえる
ような応対を心掛けて欲しいと願っています。お客
様から喜んでいただける応対があり、そこにお客様
が欲しいと思って下さる商品を提供できることこそ
が、当社の大きな強みであると考えています。

その意味では、両輪となる商品開発も 
重要です

　当社では、創業時から貫いてきた商売の在り方を
「商品開発指針10か条」として定めています。この
中のひとつに「靴下を通して健康を売る」という指
針を掲げており、足元からお客様の健康づくりのお
役に立てるよう、機能性の高い商品開発を目指して
います。

　例えば、当社のヒット商品のひとつに「健康足首
ウォーマー」があります。この商品は、私自身が冷
え性の女性からご相談を受けたことをきっかけとし
て開発に取り組んだもので、試行錯誤の末に完成し
た商品は、足首を温めるだけで体の冷えが解消され
るという東洋医学的な効果が期待できます。
　また最近では、履くだけで足のトラブルを予防・
緩和する「ケアソク」を開発しましたが、これは専
門家との共同研究により、足が持つ機能を高めて健
康に導くというフットヘルスウェア商品となってい
ます。なお、このケアソクは今年度から足の健康に

▲「はだしよりもキモチいい履き心地！」のケアソク

関心が高いドイツでテストマーケティングを開始し
ました。確かな手ごたえが感じられることから、今
後の展開を楽しみにしています。

これからどのような会社を目指して 
いきたいとお考えですか

　私が2020年に社長に就任してから、早くも３年
近くが経ちました。当時は、ちょうど新型ウイルス
が全国的に猛威を奮いはじめた矢先であり、外出自
粛によって自宅向けの通販が比較的堅調であった一
方、百貨店等における対面販売が大きく落ち込むな
ど、波乱万丈のスタートとなりました。
　当社としても、工場敷地内にファクトリーショッ
プ「足と靴下の店 ごえん」を整備して、2021年初
頭からの営業開始を予定していたのですが、やむな
く開業時期を延期せざるを得ませんでした。ようや
く21年６月に正式オープンしたショップは「かも
のえんがわ」をコンセプトに、地元加茂市の伝統工
芸である桐たんすや手すき和紙をインテリアに活用
した造りとなっており、店内には足のコンシェル
ジュを常駐させています。

　ただ、店頭での対面販売であっても、通信販売で
あっても、当社が「行商精神」を基本としているこ
とに変わりはありません。人と人のつながりである

「ご縁」を大切に、ひとりひとりの声に耳を傾けな
がら、お客様に足元からの健康と感動を提供し続け
ていきたいと思っています。
� （2022年８月30日　柴山、神保、生亀）

▲「足と靴下の店 ごえん」の店内
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